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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 広陵高等学校 

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒７３１－３１６４ 

      広島市安佐南区伴東３－１４－１ 

  E-mail contact@koryo.ac.jp 

  Website www.koryo.ac.jp  

  児童生徒数  男子 ９１１名   女子 ４６７名  合計 １３７８名 

        児童・生徒の年齢１５歳～１８歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 

 

 

 

http://www.koryo.ac.jp/


 2 

 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 
本校では教育方針の柱の一つである国際理解教育の一環として、２００５年より姉妹校提携

を結んでいる北マリアナ連邦テニアン島にあるテニアン中・高等学校と交流を行っている。夏

には本校生徒（希望者）がテニアン島での短期留学（サマープログラム）を行っており、テニ

アン中・高等学校からもほぼ毎年、本校に来校し平和学習や文化交流を行っている。テニアン

中・高等学校は、広島に原爆を投下したエノラ・ゲイが飛び立った島にある学校であることか

ら、本プロジェクトは両校の交流を通して、お互いの歴史や文化を学びあうだけでなく、戦争

や平和への思いを発信できる人材を育成するものである。 

 

１ テニアン中・高等学校来校・交流 

本年度は３月３１日（火）から４月６日（月）までテニアン中・高等学校から１９名（生徒

１５名・教師４名）が来校し、様々な活動や交流を行った。来校した生徒は全員広陵の生徒宅

にホームステイをし、日本の食生活を経験することができたようである。前年にテニアン島を

訪れて、もう既に交流がある生徒もおり、出会った瞬間から抱き合う姿も見られた。 

学校交流では英語と日本語を交えながら様々な交流を行った。テニアン島の学校とは違う習

慣や教室スタイルに驚いていたようである。特にクラブ活動では柔道や剣道など、実際に体験

することもでき、同じ高校生がしているとは思えないと感想を漏らす生徒もいた。本校は野球

部も有名であり、１７０名近くが練習する姿にも驚いていた。 

平和公園での平和学習や、資料館で実際に目にする戦争の惨劇にはテニアンの生徒たちも言

葉を失っており、戦争の愚かさや原爆の悲惨さを改めて感じる時間であった。原爆ドームや途

中にある慰霊碑などにも訪れながら、今ある平和のありがたさを実感していたようである。 

宮島やマツダの車体工場を訪れたり、自由時間などには生徒だけで市内でショッピングやお

好み焼きを食べたりしていた。６泊７日で中身の濃い交流で、日が経つにつれてお互いがしっ

かり打ち解けていった。帰国の日が本校の始業式であったが、全校生徒での歓迎式典も行うこ

とができた。 

以下がその日程である。 

 

 

３月３１日（火） 広島到着・歓迎会 

１９：０５ 成田便 広島空港着 出迎え  

２０：３０ 広陵着 到着後大会議室へ 

  対面式 

２１：００ 解散・下校 

 

４月１日（水） 学校案内 

   ９：００ 交流メンバーと対面 

   ９：３０ 交流メンバーとアイスブレイクゲームや交流活動 

  １０：３０ 学校見学 

        部活動見学・体験 

  １２：００ 昼食 

  １３：００ 解散・下校 
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４月２日（木） 平和学習 

９：００ 原爆ドーム前 集合 

１０：００ 平和記念資料館 見学 

１１：３０ 平和公園散策・原爆ドーム 

１２：３０ 解散 （解散後に各自で昼食） 

１３：００ 市内見学・文化体験 

１５：００ 解散 

 

４月３日（金） マツダミュージアム見学 

１２：１５ 広島駅南口集合 

１２：３５ 広島駅発 

  １２：４０ 向洋駅着 

  １２：５０ マツダ本社着 

１３：００ マツダミュージアム見学 

      車体工場見学 

１５：００ 広島駅着 解散 

 

４月４日（土） 終日自由行動 

  １０：００ The Critical Issues Forum（広島国際会議場） 

  １６：３０ 公開プレゼンテーション 広島 YMCA 国際文化ホール    

    

 

４月５日（日） 宮島 

   ９：００ 宮島口集合（フェリー乗り場） 

   ９：３０ 宮島散策 

        厳島神社・千畳閣 

  １２：３０ 宮島口解散 （宮島散策中に各自で軽食もしくは解散後に各自で昼食） 

 

４月６日（月） 歓迎式典・帰国 

   ８：００ 登校 テニアン生は大会議室へ 

        交流メンバーは教室へ 

   ９：００ 始業式 

        歓迎式典 

１０：３０ 学校発（学園バス）  

  １２：００ 空港着・チェックイン 

１４：１５ 広島空港発 成田へ 

 

 

２ サマープログラム（テニアン中・高等学校訪問） 

本校の生徒がサイパン島･テニアン島での様々なプログラムやホームステイを通して、語学

力を身につけるとともに、自然体験や文化交流により、お互いの歴史・環境・考え方の違いを

知り、国際的な感覚を養うことを目的として行っている。現地では主に以下のようなことを行

っている。 

① 史跡訪問（サイパン、テニアンでの史跡やその歴史的背景の学習） 

②  海洋体験プログラム（ビーチでの海洋生物研究、ウミガメ観察、ダイビング体験） 

③  テニアン高校との交流活動 

④  ホームステイを通じての生活体験（家庭での交流、語学体験） 

 今年度は８月２日（日）から９日（日）までの日程で実施予定だったが、サイパン島を直撃

した台風１３号の影響で中止となった。以下はそのスケジュールである。 
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８月２日（日） サイパン島へ 

１１：５０ 福岡空港発 グアム経由でサイパン 

２０：０５ サイパン着 ホテル泊 

 

８月３日（月） テニアン島へ 

        出発までサイパン自主研修 

  １２：００ テニアン島へ 

  １３：００ テニアン島着 テニアン高校へ 

  １４：００ 歓迎会 

        ホームステイ先へ 

 

８月４日（火） サイパン島へ 

８：００ 学校集合 

８：３０ サイパン島北部史跡巡り 

     ・ノースフィールド（エノラ・ゲイが飛び立った滑走路） 

     ・空軍司令部跡 

     ・神社跡 など 

  １３：００ サイパン島南部史跡巡り 

        ・スーサイドクリフ 

        ・慰霊碑 

  １６：００ 解散 

 

８月５日（水） ダイビング 

   ９：００ 体験ダイビング・シュノーケリング・ビーチコービング など 

  １２：００ 昼食 

  １３：００ ビーチでテニアン高校の生徒と交流 

  １７：００ 解散 

 

８月６日（木） ピースセレモニー 

９：００ カマービーチ集合 

９：１５ 広島原爆死没者への黙祷（時差が１時間あるため） 

  １０：００ テニアン高校での文化交流活動 

  １６：００ 解散 

  １８：００ テニアン高校でのピースセレモニー 

        ・意見交換 

        ・キャンドルサービス 

        ・ピースメッセージ作成 

  １９：３０ 解散 

 

８月７日（金） ホームステイ先との自由行動 

  １８：００ フェアウェルパーティー 

 

８月８日（土） サイパン島へ 

８：００ 学校集合 

９：３０ 記念品づくり 

     サヨナラセレモニー 

  １２：００ サイパン島へ 

  １４：２０ グアム島へ 

        グアム泊 
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８月９日（日） 帰国 

７：４０ グアム発 

１０：５０ 福岡着 広島へ 

  １５：００ 解散 

 

         

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

□ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


